
入　学　試　験　問　題 前
数　学（理科）
（配点 120点）

1979年度　　試験時間　 150分

注　意　事　項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2 落丁，乱丁または印刷不鮮明の箇所があったら，手を挙げて監督者に知らせな
さい。

3 解答には，必ず黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用しなさい。

4 2枚の解答用紙が渡されますが，青色刷りの第 1解答用紙には，第 1問～第 3問
について，茶色刷りの第 2解答用紙には，第 4問～第 6問について解答しなさい。

5 解答用紙の指定欄に，受験番号（表面 2箇所，裏面 1箇所），科類，氏名を記入し
なさい。指定欄以外にこれらを記入してはいけません。

6 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。

7 解答用紙の解答欄に，関係のない文字，記号，符号などを記入してはいけません。
また，解答用紙の欄外の余白には，何も書いてはいけません。

8 この問題冊子の余白は，計算用に使用してもよいが，どのページも切り離しては
いけません。

9 解答用紙は，持ち帰ってはいけません。

10 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 1　　問

xy平面上の 4点A(0, 0)，B (1, 0)，C (1, 1)，D(0, 1)を頂点とする正方形をQと
する。

実数 tに対して一次変換 Ut =

1 + t t+ t2

0 1 + t

，Vt =

1 + t 0

t+ t2 1 + t

を考え，Q

が Utによって写された図形と，Qが Vtによって写された図形との共通部分の面積を
S(t)とする。tが t ≧ 0の範囲を動くとき，tの関数 S(t)のグラフの概形を描き，S(t)

のこの範囲での最大値を求めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 2　　問

図のように，半径 1の球が，ある円錐の内部にはめこまれる形で接しているとする。
球と円錐面が接する点の全体は円をなすが，その円を含む平面を αとする。
円錐の頂点を Pとし，αに関して Pと同じ側にある球の部分を K とする。また，

αに関して Pと同じ側にある球面の部分および円錐面の部分で囲まれる立体を Dと
する。いま，Dの体積が球の体積の半分に等しいという。そのときのK の体積を求
めよ。

P

K

D
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 3　　問

aを正の整数とし，数列 {un}を次のように定める。

u1 = 2, u2 = a2 + 2, un = aun−2 − un−1, n = 3, 4, 5, · · ·

このとき，数列 {un}の項に 4の倍数が現れないために，aのみたすべき必要十分条件
を求めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 4　　問

平面上の点 Oを中心とする半径 1の円周上に点 Pをとり，円の内部または周上に
2点 Q，Rを，△PQRが 1辺の長さ 2√

3
の正三角形になるようにとる。このとき，

OQ2 +OR2の最大値および最小値を求めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 5　　問

tを正の数とし，次の条件 (A)，(B)によって定まる xの 3次式を f(x)とする。

(A) 曲線 y = f(x) · · · (1)は直線 y = x · · · (2)の上の 2点 P (−t, −t)，O(0, 0)を
通る。

(B) f ′(0) = 0，f ′′(0) = 2

さて，曲線 (1)と直線 (2)との交点のうちで，x座標が最大のものをQとし，曲線 (1)

の点Oから点Qまでの部分と，線分OQとで囲まれた領域の面積を S(t)とする。こ
のとき， lim

t→∞
S(t)を求めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 6　　問

aを正の定数とし，座標平面上に 3点 P0 (1, 0)，P1 (0, a)，P2 (0, 0)が与えられた
とする。

P2から P0P1に垂線をおろし，それと P0P1との交点を P3とする。

P3から P1P2に垂線をおろし，それと P1P2との交点を P4とする。

以下同様に繰り返し，一般に Pnが得られたとき，

Pnから Pn−2Pn−1に垂線をおろし，それと Pn−2Pn−1との交点を Pn+1とする。

このとき次の問に答えよ。

(1) P6の座標を求めよ。

(2) 上の操作をつづけていくとき，P0, P1, P2, · · · ,Pn, · · · はどのような点に限りな
く近づくか。

P0

P1

P2

P3P4

P5

P6

x

y
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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